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３年制へ向け、本校の新たな授業への取り組み  ～食育実習～   

教務主任 近藤保子 

 

５月１３日より臨床実習が始まりⅠ期を終えました。日頃より指導者の皆様にはご

指導・ご協力をいただき心より感謝いたしております。 

 歯科衛生士教育は、平成２２年度より指定規則の改正にともない、すべての歯科衛

生士学校・養成所が３年制へと移行します。３年制教育では、カリキュラムの大綱化

と単位制の導入が行われ、学校の独自性を生かした教育が求められています。 

そこで、本校の３年制課程の特色として「食育実習」を行うこととなりました。食

育実習の授業目的は、「一人の女性として健全な食生活を実践する力を養う.また口腔

保健の専門家として『食』に関する知識を身につけ保健指導力を高める」ことにあり

ます。講義と調理実習を１年後期から２年前期までの１年間に行います。今年度中に

学校の改修工事を行い、調理実習室を作る計画で進めています。 

「食育実習」以外にも、介護実習、障害者歯科、口腔ケアなどが新たに科目として

加わり、高齢社会の中で対応できる歯科衛生士の教育に努力していきたいと思います。 

 食育実習についてご意見などございましたら、ご連絡ください。

１ 第１期臨床実習を終えて

今年度も臨床実習各期終了時に実習に

ついてのアンケートを実施します。以下

は第１期臨床実習アンケート集計結果の

概要です。 
「実習内容で費やした時間の多いもの」 
診療補助５３．５％と全体の約半分を

占めており、次いで見学と器具準備・片

付けが共に１８．６％であった。また、

１期ではあるが、予防処置が９．３％と

昨年の同時期と比較すると約２倍であっ

た。学生の技量に応じて、ケース取得の

機会を与えていただくようお願いいたし

ます。 
「実習以外での時間の使い方」 
実習帳の記録が６２．８％と一番多く、

平均勉強時間８０分の大半を費やしてい

る様である。２番目に多いものはアルバ

イトの１４％、３番目は外出１１．６％

ＭＤＨＣだより ＮＯ．４７ 
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であった。アルバイトをしている学生は、

例年同様、自分で授業料を賄っていると

いう事情がある。 
「生活について」 
朝食を毎日食べている学生は９３％、

昼食は９７．７％、夕食は９０．７％と

１日３食、摂らない学生がいる。また、

平均睡眠時間は６時間２０分とやや少な

い結果であった。医療に携わるものとし

て、食事や睡眠等の生活習慣に気を配る

ことも必要である。 
「努力したこと・勉強になったこと」 
器具・器材の準備とバキューム・ライ

ティングが共に４４％と多かった。基本

的な知識・技術不足に苦労した学生が多

かった様である。 
「大変だったこと」 
『知識不足で準備する器材が分からな

かったり、次に何をしたら良いか分から

ず、診療の流れを止めてしまった時が情

けなかった。』、『実習に対する考え方や姿

勢が甘く、実習生として積極的に学ぶこ

とができなかった。』といった内容が多か

った。 
「今後の心構え」 
『診療の流れを把握し、積極的に自ら

行動する。』が多かったが、その他に、『ミ

ラーテクニックを向上させ、スケーリン

グを確実に行う。』、『患者さんに伝わるブ

ラッシング指導ができるようにする。』、

『患者さんの様子を見ながらスケーリン

グやプロービングを行いたい。』等具体的

な内容を挙げる学生が目立った。今後の

実習の取り組みに期待したい。 

「臨床実習の感想」（抜粋） 
『最初は慣れず、精神的にも肉体的に

も辛かったが、自分が頑張れば実習先の

方々も真剣に向き合い指導をして下さい

ました。自分のやる気次第で、実習の質

も楽しさも変わると思いました。』『実習

先で理想的な歯科衛生士に出逢うことが

でき、今までよりももっと歯科衛生士に

なりたいという気持ちが強くなりまし

た。』ほとんどの学生が、臨床実習に出て

現場（社会）を知ることになります。ご 
迷惑をおかけすることも多々あるかと思

いますが、引き続きご指導をお願いいた

します。 
２ 歯の衛生週間事業に参加して 

 臨床実習の一環として、今年は岡崎、

知立市、碧南、幡豆郡の各歯科医師会の

「歯の衛生週間事業」に参加させていた

だきました。 
～学生の感想（抜粋）～ 
『フッ素塗布を見学させていただき、

歯科衛生士の方々の手際の良さ、子供へ

の声掛け・励ましの言葉、保護者への説

明等とても勉強になりました。』、『小さい

頃からの歯磨きの習慣、定期健診の受診

率の向上等も歯科衛生士の大切な役割だ

と改めて感じました。』 
３ 今後の主な行事予定（２年生） 

・臨床実習２期終了   ７／１５（水） 

・終業式        ７／１７（金） 

・夏休み ７／１８(土)～８／３０（日） 

・障がい者健診事業   ８／ ２（日） 

・始業式        ８／３１（月） 

・臨床実習３期開始   ９／ ４（金） 

 


